
第6弩（1969）　　　　　　　　　　　　　　　　　　129－（1五61）

気道疾患の免疫学的機序に関する実験的研究

気道粘膜抗原による遷延感作実験
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　　　　1　緒　　雷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　気償；を絹糸にて結紮した後，気瞥，肺を一…抽して取り

　近年種々の淡患に於いてill己抗体がlli馴1されると共　　　出し生遇1的食塩水（以下生愈水と略）にて洗牒1臨気

に1三1己免疫と公う概念が導入され病態解明に大ぎな意　　　轡・気響支をハ’1♪ミを用いて縦に切開した偽気管・

義が認められつつある1）。　　　　　　　　　　　　　　　気管女粘膜なメスにて温三意深く剥離し集めた。

　呼吸器疾患についての自己抗休の報告は少ないが，　　　　この糊莫を滅繭生食水に浮1鰺させ赤血球を仕1来るだ

Hennes2）は閉塞性肺気腫患潜及び肺結核患岩に，粟　　　け取り除く為・液な3～4凹変えながら30分～60分洗

津a）は気管皮拡張疲，肺化膿症及び肺結核患者に，　　　瀞した後冷凍保存した。冷凍した粘膜はその日の中か

Burre114）ほ気管支腸息，肺気腫，塵肺癒，肺線維症，　　　長くても1週間以内に爽験に用いた。

肺癌等の患渚の50％以上ウこ抗肺抗体を認め、小西池5）　　　　使用に際し滅菌生食水を加えてホモジナイザーにて

も肺結核症の30，7％，珪｝lil沸｛の40，8％に抗肺抗体な検　　　10％エムルジオンを作り，これに等轍のFreund’s

出している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IncOmPlete　Adjuvant（laしr（m）を充分に混じてから

　しかし血清白己抗体が常に細胞傷害挫を翁するとは　　　爽験に用いた。

かぎらず自己抗体検嵐即自己免疫疾患と結論すること　　　　　2）実験動物

は出来ない6）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5009前後の雄モルモットを使用し次の四群に分け

一方岡林7）8）9）・・）は遷延繍乍実験により諸疾患の発生　　た・

に自己免疫の概念を適胴硝｝iそのものに生菌感1・陸必　　④長1聴作群ω匹）

要としない感作に基く肺臓炎の存在に沿三口した。　　　　　　　⑭　短期惑作群（6i働

　高木11）は卵白を用いた拠験的肺臓炎を報告してい　　　　〔δA（lluvant群（6［蛋）

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎　無処i蹴群G9匹）

　気道粘膜の抗原性についてはSuhs12）Wagn¢rL3）　　　　尚全動物1よllト’条件ドで飼育した。

Rose14）等が報告している。　　　　　　　　　　　　　　　　3）感　　作

　藩者は気道疾患に於ける免疫学的機序の解明のため　　　　　④　長期感作群

先ず異種動物間の遷延感作実験を行った。即ち家兎の　　　　前述したエムルジオン，AdjUvant等黛混斜座1紹

気管，気管皮粘膜を用いてモルモヅトを遷延感作し皮　　　をモルモット背部皮下に1週1圓の割舎で注射を行っ

膚反応，血清蛋白像を調べ更に主として気管中心に病　　　た。1回に用いた気管・気管支糊漠の貴はほ団象兎半

理組織学的に追求し興味ある知見を得たので報告す　　　羽分に相当した。

る。　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　感作回数は11回から最1高26il‘1に及んだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑰　短期感作群

　　　　II　実験材料および実験方法　　　　　　　　　　長期感作群と同様の方法により4回感作を行った。

　　1）抗　原　　　　　　　　　　　◎Adj。v。。し群
　体重2，5～3．5＠の威熟雄家兎を空気塞機にて鰭殺し　　　　1週1四の割合でFreulld’s　IIlcom1，lete　Adjuvant

直ちに開胸を行い気管支分岐部より約7～8縦1：1側の　　　を11i！10・5η16つっモルモット背i「lil皮下に7／三射したU



　130－（1162）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ、了　朔1　睡ミ　1；志　　角写18ゼ臼

　注甜II　1数は13回から17回に及んだ。　　　　　　　　　　　贈1」緊鷹層の厚さの訟III簸はPAS染色擦本なノllい気

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　4）皮慮反応　　　　　　　　　　　　　　　　　　管の四簿分，1、、14ケ所にて計測しそ0）：’四勾値なもって薯量li

　斉群に対し家兎気響・気鴬波粘腕，叡兎腎，駅兎赤　　　底層の厚さとし鵡，

．lnLJ求，　FreundPs　Il｝（：onU）1ete　AdjUvant　及Oミ1威菌響4k

食水を抗隙として皮㈹及応を行った。　　　　　　　　　　　　　　亙II　輿験結果

　尚これらの抗原は次の様な方法により作成した、，　　　　　　　1）皮慮及応

　気管。気御皮粘膜：1惑作に用いたと同一一・方法で作1，窺　　　　各抗原に対する反応lj、表1に7採す如くで～！黄玩，

した10％エムルジオンな1000回転U｝分間遠沈し，その　　　反応の時閥的変化は図1，213，4に那㌦セ如く12時間

」二清な用いた（，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乃棄24時：間の間が強くその微は次雛に減弱が・みられ、

　腎；成熟雄駅兎3羽よ’，腎を集め10％論ムル㌻縁ン　　編

な作り気管・気管炎粘膜と問様に．愚沈しその上溝な∫iJ　　　　12時問后び）各群の反応1錠凝2に示づ耐如くであり暫気

いた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1｛㍉気鱈支粘膜で尋IL畏期感伯群，短ltlj感作群とも10㎜ll

　赤血球：3羽の家兎より集めた赤」血1球（｝，1認を0．5認　　　以上の発功篭示し，ことにま期感作llfでは2｛〕襯以』∴の

の滅菌蒸留水に入れ赤ll【L球を破壊し奥に0．5認の滅菌　　　11ζ応を示すものが91数1こみら；拓一イillは点：i犬出1血Lな示

生食水を加えて用いたU　　　　　　　　　　　　　　　　す例もあり　（fノ真1）他の，痢飢球，AdjuvIln1，差k｛£

　これらの皮F翻父応は遭ルモット背日ilの毛を切除し更　　　　水と比べて明らかに班：異をン∬した，、

にエバークリームを用いて脱岳させ，各抗原をo．〔〕5　　　　腎抗凍に対しては気鶯；・メい篶支粘膜1，’‘原と同様に蕩

～0．1認を皮内に注鮒し12時闇，241目ゴ・1司及び48時闘後　　　　明な反応を示し発赤の戯径では腎の力が強い例もみら

に皮勝の発赤のitヨ：径を計哲llした。　　　　　　　　　　　　れたが著明な出血などはみられなかった。

　　5）PCA反応及びCA反応　　　　　　　　　　　　硬結を謝める例が気管。気愉支海膜抗原，腎抗原の

　4回感作後のモルモット面L清を分離し抗血滴とし，　　　両；者にみられた。

無処li協ルモット1血L溝を対1礁として象兎を用いて　　　　一部（動物番母5，10，17，18，20等）において

Passive　cutaneous　ana王）hylaxls（PCA反応）を試　　　Adluvantに対して10㎜以上の反応を認めたものもあ

みた。「 @　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　ったがこれほ気管・気管皮糊奨や腎に対する反応が…‘

　即ち家兎腹部の毛をほ来るだけ切りとり・抗血酒及　　　様な発赤を示したのに比べてその中心i；は蒋白でそ¢）

び対照1血L清を各02刀16皮内注樹し，3時ll・il後に皮癬反　　　周辺に1～2㎜πの発赤を認める程度でありAdjuv‘mt

応に用いたと同様に作成した気管・気管支粘膜溶液10　　　の側質上その吸収が悪い為と思われた。

紹に0，5％エバソヌ、ブルー5影を混じ耳静脈より注入　　　　　　2）PCA反応及びCA反応

し・20分後に屠殺し腹部皮嚇を剥離し’ご内面より観察　　　　pCA反応は陽性に反万藤し（写製2），　CA反応も対

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　照の生食水に比べて明らかに陽性所見を呈した（写奥

　又5回感作後のモル売ット皮内に気蹄・気管女粘膜　　　3）。

抗原0，1紹注射し5分後に0．5％エパンスブルーを】麗　　　　　3）血清蛋白分画

静注し60分後に屡殺しCuta聡OUs　allaPhylaxis（C　　　　同　動物について経時的な観察を菅っていないが鷹

A反応）を観察した・　　　　　　　　殺時の各蚤師｝画の伽蕨3に示す如くである、、
　　6）血清蟹白分画　　　　　　　　　　　　　　　．　　実験例が少なくはっきりした傾向ほ見liiしにくい

　各群モルモットの屠殺時に採血し艶セリウス篭気泳　　　が，喪期感作群のうち11剛感作後に調ぺた2例（動物

動法にて観察した。　　　　　　　　　　　　　　　　　番尋4，5）ともγ一globulinが24。4％及び22．9％と他

　　7）組織学的観察　　　　　　　　　　　　　　　　のものに比べて増加が認められた。

モルモ・ト媚殺し潮二ちに気管（分岐1駄励1　　各群のγ一91・b・・li・の平均働みると側鵬盛1・i群

鋸上方），主気管二魁肺・腎，胸部リソパ節を取り出　　　16．3劣、短期感作群14．5％，AdjUvant群i2．9％，対

し10％ホルマリン溶液で園定しパラフィン切用駄転　　　照群13．0％であった。

作製した。　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　しかし推計学的に有意誰を認めない。

染色にはヘマトキシリン・エオジン染色・過沃素酸シ　　　4）組織陳

ヅフ染色（PAS染色）を主に行い，…部は斑astica　　　　　i）気管

Van　Gieson，　M母110ry－A呂an染色，および鍍銀染色　　　　主な班見は炎4に示す女11くであり，最も特微的な所

を行った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見は基底層（光顕／白に従来基底膜といわれた部分）に
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表1　　　　　　　皮　　慮　　反　　応　　測　　定　　結　　果

実　動　時

験黎
イ洋　摺・　1罰

　　1．2

1　24、
　　4．8

　　　　　抗　　　　　　原　　　　　突動時　　　 抗　　．　　　原

雛蔽腎漁球鴛1：生食水　験黎　襯1議腎湘L球鴛ド生食水
＿く翅）闘．．＿．．吻1）＿．（㎜）　伽）　（伽）　　群國暦ll・｛】　（糀）　（㎜）　（㎜）　（”襯）　（㎜）

20x18　18×21　　5　x　6　　5×5　0×0　　　　　　　　　12
17x17　　13×12　　6x6　　0x〔｝　0×0　　　　　ノく　　19　　24
1ユ×11　　14×12　　　6×6　　　（．）x〔｝　｛｝×0　　　　　　　　　　　　　48

　　12

2　24
　　・18

　　　　　　12
　　　　3　24

1長　　48

　　　　　12

　　　4　24

期　　48

　　　　　12

　　　5　24
感　　48

　　　　　12

作6器

19＞く22　　19x21　　9x11　6x6　　6　x　7　　　　　　ン　　　　　　12

18×15　　20x23　　　6　x　6　　　0×‘）　‘）×｛｝　　　　　　　　　2〔｝　24

8×11　　20x23　　　｛，xO　　　｛｝xO　　Ox｛｝　　　　　　　　　　　　48
　　．＿＿、、．．．．＿、＿、』．一．、＿、．』＿．＿＿．．．＿凹．＿＿．＿＿＿＿一．＿，』　　　1　　　　　ト　　＿＿＿一、．．．．．．＿＿＿闇

14×13　　19x18　　2x2　　3x2　 0×0　　　　　　　　　　　 12

圭螢握麗娼写8美88歪88姜8　　群21器

　　　　　12

群7

　　12
10　24
　　48

12×13　　21x20　　　7　x　5　　　6　x　5　　0×0　　　　　　　　　　　　　12

10×11　　18×16　　　｛｝xO　　　｛｝x｛｝　｛》×0　　　　　　　　　22　　24

1｛｝xll　13x12　　｛｝xO　　Ox｛｝　（lx｛．）　　　　　　　　　　‘L8

｛〕XO　　　O×0　　　0×0　　0＞〈0　0×⑪

0×0　　｛．｝xO　　〔｝×0　　〔》xO　OxO
O×0　　　｛〕〉＜0　　　0×O　　O＞く0　0×．0

2ユ×21　22×24　　11x11　22x24・1x4
17琴17　22x25　　6×6　22x254×4
工7x19　　28×29　　5×5　　28x29　ユIXI2

7×6　　7x7　　5×6　　5x5　1x1
4×5　　10x7　　　6×6　　5x6　2×2
5×8　　11×9　　 6x8　15x162×2

2×2　　 1×．1　　‘．〕×0　　0×0　⊂）×0

2x2　　2×2　　0＞ζ0　 0×0　0×0
2x．2　　．3x5’　　2x2　　0×〔｝　0×0

　15x14．1〔う×14　　9x8　　4x3　　◎×｛〕　　　　　　　　　　　12　　　　7x6　　　．7×7　　　2x2　　〔｝xO　　lx1

　13×13　14x14　　8x8　　3x3　〔）xO　　　　　　 23　24　　　5x4　　 6x6　　 1；・：1　　8×8　1xl．
　　6×6　　11×1〔｝　｛）xO　12x13（，x（｝　　　　　　　　・18　　　3×4　　5x4　　｛1＞（｛｝　1〕×O　O×0

門籏’壱1．’f歯2．．．6翼面翼1ヨ〒『．q　無一「r…騨一…一一面．”．1』痴’「算17rδ苅
　14x16　　1〔｝×ユ1　　0xO　　3x3　　0×0　　　　　　　　　24　　24　　　　9x8　　　8×8　　　　1xl　　　OxO　　O×0．．・．

　　7×8　　10×11　　0xO　　OxO　OxO　　　　　　　　　 48　　　7×6　　 6×6　　 0xO　　OxO　OxO

26×26　　27×27　　21x20　　4×5　　2x2　　　　　　処　　　　　　12　　　　8x8　　　9x9　　　1x1　　7×7　　0xO
22x24　　32x30　　12x工4　　3x3　　0xO　　　　　　　　　25　　24　　　　7×6　　　7×7　　　　1x1　　8＞く7　　0×0

5x6　　14×14　　7x7　　8x8　　0×0　　　　　　　　　　　48　　　　5x4　　　5×6　　　0xO　　O×O　　O×0

22×22　　26×26　　11x10　11×10　0×0　　　　　　　　　　　　　12　　　　3×4　　　6×5　　　1x1　　　2×2　　0xO
1．4x14　　19x18　　　5　x　5　　12x120×｛〕　　　　　嵯量　　26　　24　　　　4．　x　3　　　8×7　　　1×1　　　0×0　　0×0

6x6　　　6×5　　12x1017x124×4　　　　　　　　　　　48　　　　2×3　　　5x6　　　0×0　　0×O　OxO
一．．　一｝一一一一幽一．一・一一一一一一L耐一」．一一一一一㎜一山一一一一一i－」」－i－．一一．．．　一一‘『…　｝π一一 @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一一一一」㎜一　　　　　　　　 ｝｝一．「噛一一「｛－　　　　　　　　　　　　 r． @　　　　　　　　　　　　　　　　　r．

　　12
36　24
　　48

22x23　　34×35　　0×0　　8x8　　0xO　　　　　　　　　　　　12
22×23　　35×36　　　0xO　　　OxO　　Ox〔｝　　　　　　　　　27　　24
18x18　　9×工1　　7x8　　0xO　2x2　　　　群　　　 48

5×7　　11x8　　2x2　　8x8　2x2
4x3　　8x7　　2×2　11×102x2
3x2　　5×4　　（〕xO　　6×5　0xO

　　　　　12　　　12×11　　15×15　　Q×0　　0×0　　0xO　　　　　　　　　　　　I2　　　17×16．　18×18　　　1×1　　0》くO．⑪》く0

　　11．　24　　　　12×12　　14x15　　　0×Q　　　OxO　　OxO　　　　　　　　・　28　　24　　　　19x18　　16×18　　　1x1．　　OxO　　O×0．

　　　　　48　　　9x10　　9x10　　0xO　　OxO　O×0　　　　　　　　　48　　 14×14　12x17　　0×O　　OxO　OxO

短12籔麗8謙§88美1，）8菱98菱8　　　　　－．．．・．
　　　　　48　　　　21x20　　17x18　　　6x7　　　0×0　　0xO

｝切　　　　　12　　　18×18　　18×19　　0×〔｝　　‘）xO　　O×0

　　13　　24　　　　13×14　　22×23　　　0x（．》　　OxO　　OxO

　　　　　48　　　　12×12　　24x28　　　0×｛｝　　OxO　　Ox｛．｝　　　　　（mm）

感ri13。121。刈，、。。。。。。。。。　30　　　　・・
　　14　24　　 13x13　14x：15　　7x7　　0xO　OxO
作　　48＿臓五追…1堅亜一＿9三望一＿？さ住皇凹　　　　　　 、＼
15塗ll美IMI美1習魏8鄭；1美8　・・　訣・、、＼…＿
　　　　　　　　　14・17．14k160・O．0・〔｝0・〔｝　　　　　団’＼．一　　’群　　48
　　　　　　　．．・一一・．　　一・一一一．・一．．．・．．．・・．…』一一一一．一・一・一・．一．．・・．・・一一．・．…一一…一一一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Nる、　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨへ
　　1講．翻1｛認乙9美98歪88姜8　，0「＼一…　　’一・ミ
　　　　　48　　　12×12　　13×13　　0xO．　　OxO　　OxO

　　　　　12

アエ7 P1

ジ　　　12
　　18　24
晶　　　48

12×12　11x11　　5　x　6　　2x2　0×0
11×11　11x11　　4x5　　1×1、　O×0
14×15　　14x15　　6×7　　12x120x〔，
　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　．．　　．　　！2　　　　24　．　　　　　　　48（時閥）
6x4．　　⑪XO　　 Ox〔｝　　OxO　O×‘｝
0×O　OxO　O×0　0x（）（）×〔．｝　　　図1・．気管・．気管支結膜抗原に対する皮膚反応の

QxO　3x5　3×512×142×4　　　　　　　経時的変化（長期感作群）
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図3・気管・気管支粘膜抗原に対する皮慮反応の経　　　趣

　　時的変化（短期感作群）
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　表3　　　血　清　蛋　白　分　画　『　　　　　　　　　表4　　　気　管　の　紺　織　所　見
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無墨5・255・711・111・8ぜ1・516・9　り20＋卦＋一＋一一一
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処275・・59・815・・8…　511・。　群22土廿＋＋＋朴．＋
1猷　 28　　5，2　　66．9　　8．5　　10、0　　4，3　　10．3　　　　－一一一一一一一・・一一一一一一一一一一・一・一…一・・一・…一…「一一一一一一一・一一一一一・

　　314．457．1310．011．26．0153　　23土＋＋＋＋ヨ『トー＋
群、25．。61．7。，、。、5．611，5　　2・土土・＋＋朴一＋
　　335．054．413。21。．15．415，9　無25…＋一甲＋＋一｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26　　　一　　　十　　　土　　　十　　　土　　　こピ　　ー　　　十

みられた。即ち短期および畏期感作群では基底暦の｛i肖　　　　　27　一　十し　一　十　十　十　一　一

子様肥廓撫処i繍およびA・l」・v・nt群にくらべ著　処28…4ト＋＋＋＋一＋
明であり感作が長期に及ぶ例に特に不規則な肥厚がみ　　　　　29　㎜　IIL　＋　土　＋　＋　一　…

…儲づ欄感儲で轍は上ヒ較柾常なもの　蹴1に‡工‡‡拳’：；
が多いが粘膜1賄駒血蜘よ著しく撒し，その触　　32二朴＋土＋＋．＋

難鷲奄議鷺i灘織齢鷺蒐鷲　群ll∵圭餌末：；
（写真16，17，1a）。基底襯の言i’測の結果は図5に示す　　　35　－41－＋－1・＋＋1－一　一

如く全例20μ以上の肥1享がみられ平均値は21，9μ甲C

あった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でよくうかがわれた（写真工3）・

長：期感作群で嚥脚轡は首こ伽こ脚職認め，その所　　これらの基闘酬よPAS染色で弱陽性▼繭り鍍銀染

見は一様な肥厚を示す例の他に更にそれに加えて1學さ　　　色およびMallQry－Aza11染色で均一一な染り方を示

が極めて不規則性を示し上皮側に向って基底層の一部　　　す。

が不規則に突田したり（写真13），梁状の構造を示し　　　　計測では平均値で235μを示し四群中もっとも高値

中に上皮細胞の一部をとり囲むものや，拡張した毛細　　　を示し推計学的にも無処総群に比べて禽意差を認めた

血管を包むものもみられた（写真12，14，15）。　　　　　　（P漏0．05）（図5）。

　これらの塾底層の不規則性はMaUory－Azan染色　　　　上皮は増生を示す部分も混在し・上皮側への偽好酸
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30

μ

　　　　　　た上皮の増生がみられたが各伽1に普遍的な変化とは認

　　　　　　められなかった。

　　　　　　　　iv）リンパ節
霧　　長期感作君糊中2伊圃多烈抱・鯉・，覗漁ら

霧　　れた㈱22）・この2伽・測・概巣齢伽てい

．＿
@　　　　　た。

　　　　　　　　　　　　　　働

2。⑧⑳釜1　で灘繋繍聯1：撚驚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れた。

　　　　霧　霧　　　。　　欄感作群で嚇碓女肥次小鯛漱醗伊麟ら
　　＿㈱㊥，　’…“　　　　　　　　　　　　　　　れたことで，その程度の襲しいものもみられた。

　　　　ド　　⑫　　　　　　　M・11・ry・A…染色で細辮靴がll釜1斐にみられ掴，
　　　　電　　㈱　　　　　　　　　　のが．多かつた。

10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　形質細」胞の増生欧みられず多くの例に偽好酸球の浸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　潤と泡沫組胞がみられた。

　　　　　　　　　　　．＿＿＿」一＿＿＿晶＿＿．　　　　Adjuvallt群にはご次小節の臆大，増坐は鑑穿どみら

　　無処置群Adjuva賦群短期感作群長期感作群　　　れず・細線維化は短期感作群と11司程度の4）のがあり一・

　図5　　気管藁底暦の厚さ　　　　　　　　　部細網細胞の増坐がみられた（，叉殆どの例に偽好酸球

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の軽度の漫潤がみられた。
球の遊幽の藩しい部分がみられる（写真11，蓑4）が　　　　無処1醗群では二次小節の変化に藩しいものはみられ

仙の群の上皮の多くは線毛カミ良く保たれている・　　なかった。

粘膜下組織こおける繍ll化1よ剛憾作群の…部｝こ軽　　。）腎

度に認められた俵4）が対照に上ヒベて弾性線維蝋　　剛1感作群で蘇球体の変化はM，、、ngi。m細包

生は糊でなく（写真9）格子線維セこついても同様で　または内皮細1泡の増生が軽度にみられる4、のが多く（

あった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真26）Bowman氏ii腿内の濠出液のみられるものが

　以上の変化に対し対照の無処置群では一例に21・3μ　　約半数にみられ，1司嚢の拡張を示す糸球体が集篠して

に及ぶ基底層の肥厚を認めたが感作群にみられた不規　　　いる例も認められた（写真27）。

則性はなく平均値はユ5．3μであった。Adluvant群で　　　　彊上皮の肥厚を示すものが半数の例にみられた。

も一例のみ20，8μの肥厘を認めたが平均値でほ15．8μ　　　近位および遠位尿細管内に円柱カミ半数の例にみら

と全般的には肥厚は認められなかった（図5）。　　　　　　れ，一部で1よ聞質の細胞浸潤を認めた‘，

　　ii）主気管皮　　　　　　　　　　　　　　　　　　Adjuv三mt群では近伎尿細管において約半数例に拡

　上皮の変化については各群で一定の傾向はみられず　　　張が強く，巾にPAs陽性物質をいれている。

基底願の肥厚も限局性の変化を除けば特に感作群に著　　　　1緊拠1澱群では円柱を示すものは殆どなく，糸球体に

明という所見は得られなかった（穿真19）。　　　　　　　著変を認めなかった（写真23）。

　基底層と毛細血管の関連では肥厚のみられる部分に

毛細血管の入りこむ傾向のものが多かった、，　　　　　　　　　　　　　　　　考　　案

　偽好酸球の浸潤の程度についても特に各群で難がみ　　　　Wagller1期よゲル拡散法を用いて慢性気管支炎，気

られず長期感作群の2例のみに気管支墨に搬したリソ　　　管麦1糧慰患巻に於いて気管支粘膜に対する抗依の出現

パ節の腫大を認めた。　　　　　　　　　　　　　　　が健康人よりも大きいといい，又肺或は気管支全体よ

　　ilD肺　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　りも気管支粘膜単独の方が抗原性が大きいと述べてい

　長期感作群に間質の比較的広範囲にわたる細胞性肥　　　る。

厚が1例にみられ（穿真21），その他短期感作群に気　　　　Rose14）はヒト気通粘膜をウサギに感作し免疫電気

腫状の肺と一部軽度の間質性肥厚の合併をみたが，一　　　泳動法を用いて気管安粘膜の抗原性を証明し，又

般的には無処瞳群，Adjuvant群に比べ薯変はみられ　　　OuchterlOIly黙天板を用いて気管i支粘膜が気管，区

なかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　域気管支，食道とも共通抗原のあることを示してい

　細気管支上皮は短期及び長期感作群共一部に腫大し　　　る。
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灘欝鶏蘇＼黛藻鑛
懸霧露購諺欄撃、

二1　・1げ

凱鞠婦ξ嶽％議灘・・≧．ご1∴　。、，　　・・．．　．1イ　嵐

　写真1．　皮膚反応
　　　　　（動物番号12）

写真2．　　PCA反応

　写真3．　　CA反応
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写真　4．対照群（動物番号29）気管　　　　　　　　　　写真　5・対照群（動物番号30）気管

　　正常の厚さの基底層　　　　　　　　　　　　　　　　基底層の肥厚が軽度にみられるがその厚さは比

　　　　　　　　　　　　Mallory－Azan　100×　　　　　　較的一様である。　　　　　　　H．　E　100×

写真　6・　アジュバント群（動物番号19）気管　　　　　　写真　7．　アジュバソト群（動物番号22）気管

　　正常の厚さの基底層　　　　　　H・E100×　　　　　　基底層の弾性線維の増生はみられない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Elastica　200　x

真写　8・長期感作群（動物番号1）気管　　　　　　　写真　9・長期感作群（動物番号1）気管
　基底層の著明な不規則肥厚，上皮の剥離がみら　　　　　　基底層の弾性線維の著明な増生はみられない。

　れる。　　　　　　　　　　　H．E100　x　　　　　　　　　　　　　　　　　Elastica　200×
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　　　　　　　　　　惣　　ぎ　¶ボ甑’・1　　　　　　　　　　　．．　…一。・．、購緯．

写真10・長期感作群（動物番号2）気管　　　　　　　　写真11・長期感作群（動物番号2）気管
　　基底層の不規則肥厚のほかに腺の導管の増生が　　　　　　偽好酸球浸潤が上皮間および上皮下組織にみら

　　みられる。　　　　　　　　　　　H．E200×　　　　　　れる。　　　　　　　　　　　　　H．E200x

轟粥認筆織藩轡？な欝一

写真12・長期感作群（動物番号3）気管　　　　　　　　写真13・長期感作群（動物番号3）気管
　　基底層が上皮をとり囲むが如き極めて不規則な　　　　　　上皮側に不規則に突出した基底層

　　肥厚を示し毛細血管が基底層内に多数みられ　　　　　　　　　　　　　　　Mallory－Azan　400　x

　　る。　　　　　　　　　　　　　PAS400x

ピ

翁

写真14・長期感作群（動物番号10）気管　　　　　　　　写真15・長期感作群（動物番号9）気管
　　肥厚した基底層内毛細血管と上皮の増生　　　　　　　　　　基底層内の拡張した毛細血管　　　H．E100×

　　　　　　　　　　　　　　　　PAS　100x
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　欝　．｝ボ。、搬　　ζ漱’・瓢・∫㌢ガ　、．．、死邑　　　　　　　　．．．ズ　　内　　　　　　　　　　　　　　　‘麟

　．∴r∴・錘誓：∫∴ご響臨ぞ・　、．⊥1》　一　　　．　，・＼

　写真16・　短期感作群（動物番号13）気管　　　　　　　　写真17．　短期感作群（動物番号13）気管

　　上皮の剥離と基底層の不規則肥厚H・Eloox　　　　　　基底層内の拡張した毛細血管

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mallory－Azan　200x

写真18・短期感作群（動物番号14）気管　　　　　　　　写真19　長期感作群（動物番号3）主気管支

　　基底層の不規則肥厚，偽好酸球の上皮層，固有　　　　　　基底層の不規則肥厚　　　　　　PASloox

　　層における増生，毛細血管内皮細胞の腫大

　　　　　　　　　　　　　　　　　H．E400×

詫　　・、＼醐・薫　・　・堰．蓼

　　　　　　　　　ノ　　と　　　　　　　　　　　へ　　　　　　お　　　　　　　　　　ロほ　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　むちヒ　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　ロ　ず

　　　，　　・　》．露、舗　・　，　・硫
売・．∴・一麟　　．　睡1難“内・i聡　　

・・　表』．懲「．，　　・，、　一．纒　　．竃皇　鎮養
『囁’．’

@　・　，・『『　：　　　　　・　　　　、欝
ぐ襲　　鑛ン≡蝦．も欝嬰・　憾．　。畷　、願・　　．－浮

写真20．　対照群（動物番号27）　　　H．E40×　　　　写真21・　長期感作群（動物番号2）肺

　．正常肺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や曇広汎な間質の細胞性肥厚　　　H．E40×
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　写真22．長期感作群（動物番号6）リンパ節　　　　　　写真23・対照群（動物番号33）腎　PAS400×
　　　小壊死巣周辺の形質細胞の増生　PAS400×　　　　　　正常腎糸球体

　写真24・　短期感作群（動物番号15）腎　　　　　　　　　　写真25・短期感作群（動物番号11）腎皮質

　　　Bowman氏嚢の肥厚癒着　　　　PAS400×　　　　　　尿細管の嚢腫状拡張とPAS陽性物質

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PAS40x

写真26．長期感作群（動物番号2）腎糸球体　　　　　　写真27．長期感作群（動物番号6）腎皮質
　　Mesangium細胞の増生　　　　P　A　S　200x　　　　　　Bowman氏嚢の嚢腫状拡張と滲出液

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bowman氏被膜の肥厚と間質の細胞浸潤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PAS．100x



　　140－（1172）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ1ぎ　列噛【　陰吏　1乱蕊　　第18ぞ愈

　　SuhsI2）1の々；kウ・リ’ギ気管1又料i膜をAdjuvalltととも　　　　ンの著増，総蛋白」1〔の’ド降の、ノ《られる，猷｛1［1イ11のの・ら

　にウサギに注射しその後腎，肝，赤1血1球，PPDなどの　　　40～801－1の実験前，陶・：於いて高グμブIJン1nL症が．なら

　抗原を用いて皮閥反応を試み気管支）hli膜では80％の陽　　　　れ，更に10ぐ｝ヌ‘験【iな過ぎプこ隆rにllゴび高グ12一ノ11ン

　性例をみとめている、更にヒトスし管・気管皮粘膜をウ　　　【nL症を認めていゐ、，

　サギに瀧射して抗」血清を得た後Ouchter1Qny寒天板　　　　　この様な遣延感作喫験のlii∫’トと後／～の：相1生高グr・

　及び免疫竃気泳動法を用いて慢性気管支炎，気簿支拡　　　ブ1）ン1白L症については小泉22｝・1｝同1測に結果な報蕾して

　張症などの慢性気管支疾患患、蔭の：喀淡に対する患、爵1阯　　　　いる、、

　清と抗ヒト気管・気管皮粘膜ウサギll巳清との間に共通　　　　　本笑験iこ於いて長期感作群のうち11同感作後のソ1験

　の沈降線を認めている、，　　　　　　　　　　　　　　　　日80日の2例（動物爵ケ掴，5）の．へが高グ1ギゾリンllll

　　本実験に於ける皮膚反応でも気管・気’i～’支糊1莫抗原　　　　症を示し．ている、，

　に対する反応は焚期及び短期感f／1三群では他の群に比べ　　　　これが北条，小｝騨のいう【1i伴の高グ1ズハ1ンの時

　て著明であったΩ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　相と推建される、，

　　皮膚反応は抗腺抗体反応の結果だけでなく物理的乃　　　　　本突験では1血L鴻蛋ilについてこの他の特州宕仁所兄が

　蚕薬理的な作用によっても起ることは明らかであり，　　　得られ取かったが，二れは経時的な追’」ξがなされなか

　父その個体の過敏性も関りψる，この誤認を防ぐIl的　　　ったこと，及び諸家の報告と異オ貢り気管・x轍複粘1嘆

　で一・般に生食水或は抗原溶媒を1司時・に試みて抗原に」：　　　と云うll寺殊欺抗1豊i〔を用いた為と患われる、，

　る反応と比較されている16）、，　　　　　　　　　　　　　　　　組織ないし臓器欺どの様な複雑宕に抗原構〃紘捻ごボす4，

　　本実験に於いても対照に用いた生食水・Adjuvan亡，　　のを州いて感作しその組織ないし臓器に病理学llり変化

　赤1血i球液ではほとんど紅轍を認めなく，父感作群に於　　　を認める報告は少ない。しかし1｝1∫川23）砿任意の臓特結紐

　いてのみ強い反応を認めたことは，この反応を陽性と　　　織にアレルギーを惹起するためには適該臓器の燐脂質

　判定して良いものと考えられた。　　　　　　　　　　　　と興種蛋白とを結倉させた完全アレルギー抗膿を用い

　　抗原に用いた気管・気管皮粘膜について血清学的検　　　て動物に感作をくり返せば良いと云うアレルギーと免

、　甜を充分試みていないがこの摩膚反慮の陽性所見及び　　　獲iの理論に基いて各種臓器のアレルギー炎を報告して

　1P℃A，　CA反慮が陽性であったことより著者が本実　　　いる。

　験に用いた気管・気管皮粘膜に抗原性があるものと考　　　　神経組織乳剤をFretlnd’s　Adjuvantに漉じ爽験

　えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動物に接種し1乃至3週間後に播種性脱髄性脳脊髄

　　肺と腎組織の間に共通抗原が存在することについて　　　炎と呼びうる急性脳脊髄炎が起きることは1333年

　は先に述べたSuhs取2）の報告の他，　Pressnlan1117）は抗　　　Riversの報告以来周知の事実となっている24）。

　ラット肺．血清に1131をラベルしてラットに静温後その　　　　火高25）は家兎心組織乳剤をFreund’s　AdjしtVantと

　放射能活性を追求し腎にも局在化することを認めてい　　　ともに寂兎に注射し9羽中5羽に心筋線維の1馴降など

　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　心媚変をi認めている。

　　Tamanoi18）は螢光抗体法を用いて抗ラッ1・肺ヤギ　　　木実験の組織像で最も注日された点は長期感1乍群及

　典清及び抗ラット腎ウサギ1血L清をラットに静注後屠殺　　　び短1明感作群に於ける気管基底層の肥厚であり殊に畏

　し肺及び腎が同じ様に染色されることを認めている。　　　期感作群にみられた様な不規則な肥厚像であった，、

　　小西池5）、は抗肺抗体陽性の抗血清を肺組織又は腎組　　　　i寓木11）は卵白その他による家兎の遷延異獅蛋白感作

　織で吸収するとその抗体価がなくなることより肺及び　　　突験により実験的肺臓炎の発生をみているが気管丈・

　腎に共通抗原の存在を認めている。　　　　　　　　　　　細気管支壁については上皮をとりまいて線維性硬化が

　　本実験に於ける皮膚反応に於いても腎抗凍で気管　　　あり平滑筋線維も萎縮硬化し、【・波は静塩暴性を増すと

　　・気管蜜粘膜抗原と岡程度の陽性所1［を得ておりこれ　　　ともに多少異型的な増生を示すものが多いと述べてい

　らの報告と一致し気管・気管麦粘膜と腎組織には抗原　　　るが基底層についてはふれていない。

　性からみてかなり共通した因子の存在が考えられた。　　　　小泉22）も卵白を用いての遷延感作輿験に於いて気管

　　臨床に於いても最近注目されて来たTranSplant　　　・気管支基底層については何も述べていない。

　1ung19）Goodpasture’s　Syndrome20）などの病因に　　　　教i嚢の細萱26）は慢性気管叉炎の患者について経気管

　腎と肺の共通抗原を基とした免疫学的機序が考えられ　　　支鏡的に気管皮粘膜生検を行い慢性気管支炎を1型か

　ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らIl型までに分類し気管支上皮萎縮基底層の肥厘，間

　　遷延感作に於ける血清蛋白の変動について北条21）は　　　質結舎織の肥厚増生の著明な皿型は罹病期間が長く又

　アルブミンの急激かつ高度の減少，α及びβグ四ブリ　　　息切れなどの臨床症状の強いものにみられたと云う。



　1￥∫6・レナ　　（1969）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i41－（1173）

　礎に教室の中野2のは電顕的に退，kし基底細胞やセソ　　　ゲル状の基質からなる簿い原始基底膜カミすでに胎坐期

毛細胞にlli：接接している薄い鷺顕的基鷹膜とその下に　　　に於いて形成され生後9ケ月位になりこの膜のIIl：下の

続く光顕的基底膜（基1劇、りにつき観察し両幽者とも慢　　　疎側瀦合織に一種の生珈i朔工象として膜様硝F化が起

性気管支炎では月巴厚しており後者に剛膠原線維が増加　　　り年令とともに次第に醤明化する臼

し複維に交叉Lていると畝う、，　　　　　　　　　　　　　　父こび）疎性結合織1いにある毛細lf【1管はそ’の宏蜜こ二次

　叉教霊の）芝嫁寧28）は気脅ll；皮喘息患紫の差U峰ミにより滋　　　的硝」・J鯉）中に包埋され阿くli∫視の状態になっているが

気管支にも：・ド滑筋の肥大例があり更に基底瀬肥厚，好　　　　1白L管充盈により11∫子見状態になると云う、、

酸球浸潤欺どの組織変化がみられ1博に生検時P瀞！1｛ずのな　　　　本ゾ験の長期1劇’ド群にノ＾られゾこ不規則歳そして拡嬰漿

られた症例に於いては塾底層の肥馬ユ：の裾度が強く叉厚　　　　した琶細i血よ蟹をとり囲む様な基底周のll巴彫1象は繰り返

さの不規則性が著明であると報告している，，　　　　　　　　eれた強い抗原抗体反応にノ轟≡く袈化と珍えられる。

　気管交賠底牌の肥P醤よ沖坂29）によると慢性気’ll；又炎　　　　　これらのことより慢招気僧気炎，気笹受喘息などの

の50％に気笹皮喘息の60％に誌められると然う。　　　　　　慢性気智畷疾患弘二於いては気道粘膜力感染或は1｝E硫酸

　しかし基底i層の1把1」，：はこの111亟疾1息だけでなく肺癌，　　　　ガス，炭粉や煙9，1，1：の煙欺どの物理n勺，化学的刺激に．よ

肺結核症，1気管支拡張症李1こ於いても認められると云　　　　リアレルギ…の｝りこ態におかれており，繰り返されるこ

う報告もみられる：ゆ、，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　淑らの刺激々こ対し過敏に反応し疾患が慢1∫ii化する…・つ

　靱網の川巴厚の馴長1について中野27）壱IL慢性崩鞍炎　　ヴ源因に恥ゴひ・るものど’筑られる、、

では繰り返される咳叫火セこよる物斑1的刺激や白1航球が電　　　　　まゾ：二il箆性気管ζ！ヒ炎患1腎や飯し管支喘息患餅に1，k慢性副

顕的」監底1嘆を通って上皮内に侵人すゐ琳実よりこの白　　　　ゼ1腔炎の合併することが多く，その根治によりこれら

i血f球の物理的並びに化学的刺激セこよって起。｝のである　　　の疾患の症状が蝋快すると公う報告li7）もあり，副騨腔

うと述べている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粘膜と気道粕膜との間に1よ共通の抗凍性がある鋤こと

　山中31）は気瞥支1｝lll｝息に，於ける熱底A聾の肥厚は栄にi気　　　　とを考え倉せるとこれらの慢性疾患に気道粘膜ヵミ関与

響皮繋縮と激う現象に附随した水腕穏変化が加ったも　　　　していること｝よ充分に考えられる、

のと解釈している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高木11）は遷延轟種飯白感作爽験｝こおいて発生をみた

　しかし児玉謝は基凪周｝肥厚の糧度と罹病の年数の長　　　肺臓炎のll寺徴は肺胞壁及び肺胞僧；壁に．お1ナる．岳細1飢

さ，叉緩解期の短かさに関係あるといい，前田鋤も経　　　　1｝；，1・男1川の結合織オ寄よび上皮が一体となって炎樵過程

過年数との關に関連性を認めている、、　　　　　　　　　　　にあずかるもので，機延感f／1哨if准に』1曇こみ．られるlilli胞

　この様に暴底閥の肥厘が罹病期間と関連4》る点は先　　　　壁・肺ll包lil’壁における荊｝1胞増生を主徴とす囑る増生｛坐llllj

に述べた様に教．｛の細萱は慢｛羽1気管虻炎セこ於いても認　　　臓炎と中期以後にみられる類線維灘性変｛｛1乱と肥厚を特

めている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徴とする変質性肺臓炎とに分けられるとしている，，

　これらのことより気借支粘膜雄威1韓の肥摩と云う形　　　　本実験では長期感作群の一イ列（動物番琴2）に於い

態はその遷延する壷再】因に頚嬰な関係がある様に思われ　　　て間質の比較的広範囲の細胞性肥原を認めているポ

る。　　　　　　　　　　　　　　．　　・　　　　　　　蛤永等聞）はラット肺なFreしm（rs　Adjuvantととも

　Mac　Cater34）は螢光抗体法を用いてス幡悌〔喘息廼玉者　　　　に同種に遣i延感侍：しび窪ん1生気騰鰹と肺ll包壁の膠原線

の気管支生検例について抗1ρAでは上1如二近い層の　　　維を滋とす’る線糸驚増生傾阿を認めているがジ本実験で

み染まり，抗γ％，抗a6，抗フィブリノーゲンでは蕪　　　は一・・部｝二：気腫性変化を認めたが線維化傾向は認められ

底周が一様に染まることを認め，その箔果から基底層　　　　なかった、、

には1血漿螢白があり吸入された抗畷と接する鹸初の場　　　　　藤田鋤は1灘」白アルブミンその他を抗厘としてウサギ

所として蒸底周の心義は大きく，その集った1耐麗蛋白　　　に感f乍を行い麗延感作時に於けるリンパ節の態度とし

を基として膠原が形成され，との翻果基底層が肥厚する　　　てます早期に・1、婆1粒球の漫潤，梁腋滲掲ないし紺織融解

といい，GIQor35）も気管一虻1暢，慰の基底脾の肥摩は抗1算Jて　　性変化がみられ，ひぎつづきリンパ球1｛k細ll融，細綱細

抗体反応の結果による変化としている。　　　　　　　　胞，形質細胞などの甥雪生を認め，更に感作を繰り返す

　本実験では異種動物間ではあったが気管・気管女粘　　　　ことによ1｝形質細胞な含めた細胞1生反応が持続し感作

膜の感作により気管基底層の肥厚をみたことはその成　　　の遊延化とともに細線維の増加がL｛凱つ様になって来

囚に抗原抗体反応の介在が考えられゐ。　　　　　　　　　ると述べている。

　高柳36）はヒト気管支粘膜基底層を発生‘等桑的に」殿求し　　　　木実験におけるリンノ箱i了の変化も短期感作｛㌃詮例に

繊宅上皮下に銀線細網とその網間に介在するゾル乃董　　　識欠小節の腫火を認め又長期惑作群の2例（動物番ゴ



142－（1174）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ，㌃　粥｛　1冠　［i志　　鋸ジ18倭

3，6）に形質細1泡の増生と小壊死東を認めておりいわ　　　・刊渕肥埠を認め，二とに長捌感rl：群に基底1官鯉）不規則

ゆる生理的ヒペルェルギーの状態にあると考えられ　　　な肥厚が縛1り1であった，、

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡群の胸部リンパ｝1泉に形磯綿胞増’1三な泳すものが5

　岡田4Dは遷延感作ウサギの腎の組織像として糸球体　　　例中2例に認めら淑た1，

炎，類澱粉泓骨髄イヒ生，ボゥ㌣ン氏裂腔中の液体の　　　　以Lより気道粘膜び）抗原性が証明さ’hると共に組織

貯溜，半月体形成，尿縦薗；上皮の変性，養縮，il順1／il　　学的に気瞥獅競三1のII巴厚の原囚の・・つとして∬1：原抗休

腎炎，細動脈内の劇全形成等な挙げているU　　　　　　　反応があげられイ，ことなメご験的に証明した，，

　特に糸球体炎に於いては感作の前半に於いては係蹄

の液性滲出，組織融解にイ｝rう細胞増生性反ル薗を特徴と　　　　本論文の要旨は，第71llmイく胸部疾患’単会総会にお

・・後半で縣蹄鰍灘反麟徴・す碗べ h隷ll細㈱欄欄1校鰯，、
ている・　　　　　　　　　した糊i戸卿政撮に深i緻します融を．撫徽
　本実験での畏期感作群の糸球体の変化は岡田の云う　　示御助　頂きました草闇儒三助教授，烈ll・一吋郎講師弘二

細胞増生性反応を示・」剛前半の時期のiものと想才れる，、　　　　感謝の意をi授し．ます，，

　岡林10）は遷延感1乍を続けることにより種々の臓器

炎，1舶穿炎，免疫」血液’学rl勺疾患などの発生を認めてい　　　　　　　　　　　　文　　献

るQ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l）　｝II1～4｛lli武射li：1臨‘」ネミァL／ノレヘボー竺7τ，　p56，　1967，　1；り」薫律

　木鎚験における肺，腎，リンパ節などの細織変化1よ　　　　　謝膚・

遷延感作前半にみられるいわゆるアレルギー性ヒペル　　　　2）Hennes，　A，　R，，　M（，oro，　M，　Z．，　CarP憩n撫r，　R．

エルギー性炎を認めるのみで後半にみられると云う変　　　　　L．and　Hammarste11，　J．　F．：Am¢r。　R¢v．　r醐p．

性病変は像とんど認めなかった，，　　　　　　　　　　　　　Dls．，83：2354，1961．

　しかし気管基底周の肥厚を言認めた本爽験から慢性気　　　　3）粟津良祐：岡山医誌，7ア：97，昭10，

管皮炎や気管支喘息などの慢性気管皮疾患の捕態1こlll　　　・D　Burrell，　R．　G。，　Wallace，　J，　P．…md　Allderws，
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膜抗原の皮腐反応では12時間後に短期，長期惑11群で　　　13）Wa9貫｝or，　V・・Jan1｛ova・J・and　Novack（）ua・D・
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